













設での実習（保育実習Ⅲ）の計 3 回、各90時間の実習を行う。初等教育学科では、2 年次の 2 ～ 3 月





















































































月後に保育実習ⅠBを経験する下級生（1 ～ 4 か月後に実習予定）が参加した。実施時期は2016年 5
月であり、上級生は 1 週間後に 4 週間の教育実習を控えていた。
（2）実施方法

















れた。カテゴリーの関係性から 3 つのプロセスを想定した（表 1）。各カテゴリーの記述例を表 2 ～10
に示す。
① 「心情の推測」カテゴリーにおける記述


































































B2 ついつい 1 年前の自分と重ねてしまいました。
B3 あれからちょうど一年になるのだなと少し感慨深くなりました。私も当時はすごく不安な気持ちだったので。
B4 自分が去年実習に行く前に感じていた不安を同じように 3 年生も抱えていることが伝わってきました。
B5 自分が施設実習に行った時と同じように 3 年生の子たちも不安を抱えているということがよくわかった。
B6 私たちのが実習に行く前と同様、3 年生も不安でいっぱいの様子でした。
B7 3 年生も、自分が施設実習に行くにあたって不安や疑問に思っていたことを同じように感じているんだと感じた。
B8 たぶん 3 年生も去年の私のように不安がいっぱいなんだろうなと感じました。
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